
一般質問  議:議員／理:理事者

一般質問  議:議員／理:理事者

● 決算特別委員会

定例会審議結果一覧 ★ 議員提出議案

◆ 請願・陳情

議案番号
議案第１５号
議案第１６号
議案第１７号
議案第１８号
議案第１９号
議案第２０号

議案第２１号

議案第２２号

議案第２３号

議案第２４号
議案第２５号
議案第２６号
議案第２７号
議案第２８号
議案第２９号
議案第３０号
議案第３１号
議案第３２号
議案第３３号
議案第３４号
議案第３５号
議案第３６号
議案第３７号
認 定 第 １ 号
認 定 第 ２ 号
★意見書案第３号
★意見書案第４号

付託委員会
予 算
総務文教厚生
総務文教厚生
建 設 産 業
建 設 産 業
建 設 産 業

総務文教厚生

総務文教厚生

総務文教厚生

総務文教厚生
総務文教厚生
総務文教厚生
総務文教厚生
建 設 産 業
建 設 産 業
建 設 産 業
建 設 産 業
建 設 産 業
予 算
建 設 産 業
建 設 産 業
建 設 産 業

－
決 算 特 別
決 算 特 別

－
－

議決結果
可 決
可 決
可 決
可 決
可 決
可 決

可 決

可 決

可 決

可 決
可 決
可 決
可 決
可 決
可 決
可 決
可 決
可 決
可 決
可 決
可 決
可 決
同 意
継 続 審 査
継 続 審 査
可 決
可 決

議　　　　案　　　　名
令和４年度勝山市一般会計補正予算（第４号）
令和４年度勝山市国民健康保険特別会計補正予算（第１号）
令和４年度勝山市介護保険特別会計補正予算（第１号）
令和４年度勝山市下水道事業特別会計補正予算（第２号）
令和４年度勝山市農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）
令和４年度勝山市水道事業会計補正予算（第２号）
勝山市議会議員及び勝山市長の選挙における選挙運動用自動車の使用の公営に
関する条例の一部改正について

勝山市議会議員及び勝山市長の選挙における選挙運動用ポスターの作成の公営に
関する条例の一部改正について

勝山市議会議員及び勝山市長の選挙における選挙運動用ビラの作成の公費負担
に関する条例の一部改正について
勝山市職員の育児休業等に関する条例の一部改正について
勝山市減債基金条例の一部改正について
過疎地域における固定資産税の課税免除に関する条例の制定について
損害賠償の額を定めることについて
勝山市道路線の変更について
勝山市下水道条例の一部改正について
勝山市農業集落排水処理施設の設置及び管理に関する条例の一部改正について
勝山市水道事業給水条例の一部改正について
大蓮寺バイパス幹線整備工事請負契約の変更について 
令和４年度勝山市一般会計補正予算（第３号）
令和４年度勝山市下水道事業特別会計補正予算（第３号）
令和４年度勝山市農業集落排水事業特別会計補正予算（第２号）
令和４年度勝山市水道事業会計補正予算（第３号）
勝山市固定資産評価審査委員会委員の選任について
令和３年度勝山市歳入歳出決算の認定について
令和３年度勝山市水道事業会計利益の処分及び決算の認定について
地方財政の充実・強化を求める意見書について
免税軽油制度の継続を求める意見書

受理番号
陳 情 第 ３ 号
陳 情 第 ４ 号
陳 情 第 ５ 号

付託委員会
総務文教厚生
建 設 産 業
総務文教厚生

議決結果
採 択
採 択
採 択

要　　　　　　　　旨
地方財政の充実・強化に関する意見書採択について
市道５－４７号線の終点の変更に関する陳情書
免税軽油制度の継続を求める陳情書

● 新型コロナ対応についての確認と指摘

その他の質問
・勝山市立中学校再編計画について

　
　
新
型
コ
ロ
ナ
対
応
に
つ
い
て

の
確
認
と
指
摘
を
一
問
一
答
で
進

め
る
。

・
コ
ロ
ナ
死
報
道
に
つ
い
て

　
愛
知
県
の
大
村
知
事
は
「
第
７

波
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
が
原
因
で
死

亡
し
た
人
は
い
な
い
。
重
症
者
は

他
の
病
気
が
原
因
で
重
篤
な
状
態

と
な
っ
て
い
る
人
が
ほ
と
ん
ど
」

と
発
言
し
、
死
因
の
区
分
、
定
義

と
公
表
方
法
の
見
直
し
を
求
め
、

感
染
症
対
策
と
社
会
・
経
済
活
動

の
両
立
を
図
る
必
要
が
あ
る
と
続

け
て
い
る
。
ま
た
他
の
自
治
体
か

ら
も
同
様
の
意
見
が
あ
る
。

・
ワ
ク
チ
ン
接
種
後
の
症
状
と
因

果
関
係
に
つ
い
て

　
ワ
ク
チ
ン
接
種
後
に
死
亡
し
て

も
全
て
因
果
関
係
不
明
と
さ
れ
て

い
る
。
こ
れ
に
疑
問
を
感
じ
た
名

古
屋
大
学
名
誉
教
授
が
、
厚
労
省

の
死
亡
報
告
事
例
を
調
べ
た
と
こ

ろ
「
担
当
医
や
病
理
医
が
因
果
関

係
あ
り
」
と
報
告
し
て
い
る
に
も

関
わ
ら
ず
、
ワ
ク
チ
ン
分
科
会
で

は
因
果
関
係
は
評
価
で
き
な
い
と

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
発
見
し
た
。

・
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
有
効
率

に
つ
い
て

　
小
児
へ
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
先

進
事
例
を
確
認
す
る
と
、
接
種
し

て
13
日
ま
で
は
有
効
率
＋65
％
だ

が
、
42
〜
48
日
で
は
-41
％
に
ま
で

低
下
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
有

効
率
の
低
下
と
逆
転
は
各
国
で
指

摘
さ
れ
て
い
る
。※

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
実
態

に
つ
い
て

　
８
月
30
日
時
点
の
厚
労
省
発
表

で
は
、
致
死
率
が
40
代
以
下

0.0
％
、
重
症
化
率
が
60
代
以
下

0.0
％
と
な
っ
て
い
る
。

　
以
上
を
踏
ま
え
て
、
次
の
点
を

伺
う
。

　
①
ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業
に
は
、

接
種
率
を
上
げ
て
集
団
免
疫
を
獲

得
し
、
感
染
拡
大
を
防
止
す
る
と

い
う
目
的
が
あ
っ
た
。
集
団
免
疫

の
効
果
は
確
認
で
き
た
か
。

　
②
以
上
の
よ
う
な
新
型
コ
ロ
ナ

関
連
の
実
態
を
調
べ
、
検
討
し
た

結
果
、
私
は
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ

ン
接
種
を
し
て
い
な
い
。
こ
の
よ

う
な
考
え
方
や
決
断
を
し
た
者
は

"

努
力
義
務"

に
反
す
る
か
。

　
　
厚
生
労
働
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
は
、
集
団
免
疫
に
つ
い
て

「
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
に
よ
っ

て
、
集
団
免
疫
の
効
果
が
あ
る
か

ど
う
か
は
分
か
っ
て
お
ら
ず
、
分

か
る
ま
で
に
は
時
間
を
要
す
る
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
」
と
あ
り
、

ま
だ
そ
の
効
果
に
つ
い
て
は
不
明

な
状
態
と
思
わ
れ
る
。

　
②
自
分
の
意
思
で
接
種
し
な
い

場
合
は
、
努
力
義
務
に
反
す
る
こ

と
は
な
い
。

● 公共施設の削減について
● 勝山市国民健康保険基金について

その他の質問
・農家の水害について

　
　
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画

の
削
減
目
標
は
、
今
後
30
〜
40
年

間
で
15
〜
30
数
％
削
減
す
る
と

な
っ
て
い
る
よ
う
だ
。
今
回
の
、

多
く
の
市
民
が
再
考
を
求
め
る
中

学
校
の
再
編
は
、
公
共
施
設
削
減

の
一
環
と
し
て
、
こ
の
中
学
校
再

編
は
計
画
さ
れ
、
実
行
さ
れ
て
い

る
の
で
は
な
い
か
。

　
　
こ
れ
ま
で
学
校
再
編
は
勝
山

市
の
教
育
環
境
向
上
の
た
め
と
、

一
貫
し
て
申
し
上
げ
て
き
た
。

　
学
校
の
再
編
は
、
計
画
の
中
で

も
教
育
環
境
を
改
善
す
る
た
め
、

通
学
面
で
の
安
全
性
や
各
地
域
に

お
け
る
個
別
事
情
を
十
分
に
考
慮

し
た
う
え
で
学
校
規
模
の
適
正

化
・
総
量
縮
減
に
つ
い
て
再
編
検

討
委
員
会
等
に
お
い
て
検
討
し
て

い
く
と
し
て
お
り
、
決
し
て
公
共

施
設
の
削
減
あ
り
き
で
再
編
を
検

討
を
し
て
い
る
訳
で
は
な
い
。

　
　
こ
の
質
問
の
意
図
は
、
な
ぜ

２
割
に
も
及
ぶ
市
民
の
声
を
無
視

し
て
中
学
校
の
再
編
を
進
め
る
の

か
が
理
解
が
で
き
な
い
か
ら
。

　

勝
山
市
と
い
う
共
同
体
の
中

で
、
行
政
や
議
会
は
市
を
導
く
決

定
権
を
持
つ
親
と
い
う
立
場
で
あ

り
、
市
民
は
そ
の
子
ど
も
と
も
言

え
る
。
子
ど
も
の
幸
せ
を
願
う
親

が
、
子
ど
も
の
気
持
ち
や
声
を
聞

か
な
い
の
は
親
失
格
。
市
民
の
声

に
耳
を
傾
け
る
べ
き
で
あ
る
。

　
　

国
保
加
入
者
の
現
状
は
、
コ

ロ
ナ
禍
で
所
得
や
賃
金
は
伸
び
ず
、

物
価
上
昇
も
続
き
、
市
民
生
活
は

苦
し
い
状
態
が
続
い
て
い
る
。

　
保
険
料
の
値
上
が
り
が
加
入
者

１
人
５
０
０
０
円
と
試
算
す
る

と
、
４
２
１
５
人
分
で
は
約
２
１

０
０
万
円
と
な
り
、
基
金
残
高
3.5

億
円
の
16.

６
年
分
と
な
る
。
こ

こ
４
年
間
の
会
計
収
支
は
年
平
均

７
３
３
万
円
の
不
足
で
、
こ
れ
を

補
填
し
て
も
基
金
残
高
は
約
30
年

分
以
上
あ
る
。

　
そ
こ
で
、
国
保
の
積
立
基
金
を

取
り
崩
し
、
加
入
者
一
人
当
た
り

均
等
に
５
０
０
０
円
を
２
年
間
、

も
し
く
は
１
世
帯
当
た
り
１
万
円

を
コ
ロ
ナ
対
応
の
特
別
措
置
と
し

て
減
税
す
る
こ
と
を
提
案
す
る
。

　
　
こ
こ
４
年
間
の
平
均
に
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
を
受
け
た
令
和
２
年
度
が
含

ま
れ
、
不
足
額
が
大
き
か
っ
た
令

和
元
年
度
の
実
質
単
年
度
収
支
は

約
２
７
０
０
万
円
の
不
足
で
、
仮

に
こ
の
状
態
が
続
く
と
、
基
金
は

約
13
年
後
に
な
く
な
る
。

　
団
塊
世
代
の
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
制
度
へ
の
移
行
に
よ
る
被
保

険
者
数
の
大
き
な
減
少
や
医
療
の

高
度
化
等
に
よ
る
医
療
費
の
増
加

が
見
込
ま
れ
る
た
め
、
従
来
の
考

え
ど
お
り
中
長
期
的
な
国
保
税
負

担
の
平
準
化
を
図
り
た
い
。

特別委員会報告

　９月１３日の本会議において、決算特別委員
会が設置されました。
　２０日の委員会では、付託事件の審査について、
時間の関係上、閉会中の継続審査とすることに
決しました。
委員長：近藤栄紀　　副委員長：中山光平
委員：吉田清隆､久保幸治､冨士根信子､松本聖司郎

● 議会改革特別委員会
　勝山市議会における災害発生時等の対応要領
等について、８月４日の大雨災害に関する検証を
行いました。
　委員からは、市の新型コロナウイルス感染症
対策本部、大雨による災害対策本部ごとに勝山
市議会災害対策支援本部の設置としてはどうか
などの提案が出されました。

【議決事件の字句および数字等の整理について】　　　　　
議案第３３号を先議したことに伴い、議案第１５号および議案第３３号に係る条項、字句、数字その他の整理を議会の議決に
より議長に委任されたため、議長において、議案第１５号を「令和４年度勝山市一般会計補正予算（第３号）」から「令和４年
度勝山市一般会計補正予算（第４号）」に、議案第３３号を「令和４年度勝山市一般会計補正予算（第４号）」から「令和４年
度勝山市一般会計補正予算（第３号）」に整理しました。

※参考資料
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